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就任 にあたって

下田品久前学長ご退官の後を受けて、この度、学長に

就任することになりました。 三代に亙る学長先生が 「大

学人」の象徴ともいうべき、k派な方ばかりでありますの

で、その責の重さをひしひしと感じております、,もとよ

り微力ではありますが皆様のご支援をいただきましてこ

の重貴を果たしたいと念願いたしております。

今、 「大学」はまさに明治維新にも似た平成維新とも

いうぺき 「教育革命」のさなかにあるといっても過言で

はありません。

文部大臣の諮問機関であります大学審議会は三次に配

って答申を行っております。

本答申を仔細に検討 してみますと、もっとも身近なも

のとして昭和62年10月29H、 文部k臣 から 「大学等にお

ける教育研究の高度化、個性化および活性化等のための

具体的方策について」の諮問を受けての答申、 「平成5

年度以降の高等教育の計画的整備について1の なかで下

記の3点 が特筆されます。

○各大学等が自由で多様な発展を遂げ得るよう、大学

等における教育の幕本的枠組を定めている大学設置基準

等の諸基準を大綱化すること。

○各大学等が自らの責任において教育研究の不断の改

善を図ることを促すための自己点検 ・評価のシステムを

導入すること。

○大学等の生涯学習に果たす役割の増大に伴い、大学

等における教育へのアクセスの多様化や授業の雁修形態

の柔軟化を図るなど、多様な学習機会の提供に努めるこ

と。

つまりは従来のような国立大学にゃやもすると見受け

られがちな 「親方日の丸」的な考え方を完全に否定 して、
「各大学は自己評価

、自己点検を強化して、各大学の特

色を出しなさい」、 「白助努力をしなさい」というもの

で、民間資金の導入による寄附講座なども既に他の国凱

大学で実現をみておりますし、本学でも下田前学長のご

努力により民間資金導入による寄附講座等に関する諸規

程案が制定 され、教授会の承認が得られておりますn

事実、東大医学部附属医用電P一研究施設の臨床医学電r

部門や滋賀医kで は運用が開始されておりますし、続々

と各国立大学で実現化の趨勢にあります。国からの公的

助成の促進と同時にこのような側面からの具体的ストラ

テジー推進も軽視できない自助努力の1つ といえましょう。

また大学審議会の答申の重要な柱として学部、k学 院

を通 しての国際交流の積極的な展開を挙げております。

○グローバリゼーシコンの進展により、我が国の社会

は、繰済、文化さらに日常生活に至るあらゆる分野にお

いて諸外国との交流を前提に成立する社会となってきてお

学 長 清 水 哲 也

り、高等教育も例外ではない,,

o大 学院における留学生の教育体制の整備

いまや留学生の受入れ体制の整備は大学院の整備充実

の重要な課題になっている。

留学生の受人れの推進に当たっては、我が国の大学院

教育全体の改善を図り、大学院を国際的な高い水準の教

育研究を行う機関として、事前の準備を含む留学生に配

慮した教官体制の整備 を図る,,

この大学における国際交流に関する推進で想い出され

るのが、遼寧省(溶 陽市)に ある中国医科 大学からの留

学生為父女医の留学にっいてのエピソードであります。

i国医人には優秀な医学生を選抜して、英語とH本 語

で医学教育を行うコースがありますが、「英語コースを終

えた卒業生は米国を中心とした英語圏諸国へ留学する機

会に恵まれているのですが、日本譜コース修r者 の日本

留学の機会がほとんどないために、中央政府からの財政

援助打切りの危機的状況にある、lp∫とかとりあえず2名
へ

のH本 語コース修了者を旭川医大へ招聰して頂けないか」

との依頼が、1日知の中国医大巴景陽教授からありました。

私は取 り敢えず1名 、3ヶ 円間なら何とかなると考え、

旭川市の坂東市長と当時の旭川市医師会長原田一民先生

を訪ねてご相談申し止げたところ、全面的なご協力をお

約束頂き、市民の募金運動のかたちで、報道機関の協力

を得て潟父女医の留学が実現 しましたn

その後、市民運動による留学生支援の快挙は 「日中医

学協会」を動かし、同協会の石館理事長がこの実績をも

とにして、笹川財団より資金援助を得、お蔭さまでr立

志君は快適に1年 間の留学生活を終 えることが川来まし

た。

市民運動が日中医学協会の支援を引き出すことが出来

た、これも国際交流における自助努力の1つ といえなく

もありません。このため中国医大は政府からの日本語コ
ースの財政支援を打切られないですんだとうかがって、

ほっと胸をなでおろしたものでした.

前記したように、今、全国の大学、なかんずく国立大

学は未曽有の転換期に立っているといっても過言ではあ

りません。

この時に当り、留意すべきは、拙速に走 らず、各部局、

各教P.の 皆さんと対話を充分に重ね、理想は高く掲げて

もそれが砂上の楼閣にならぬよう、現実を踏まえて、教

育に係る諸問題の対処に際 しても、よき父親、よき兄貴

でありたいと願っております。

皆様の力強いご支援を重ねてお願いして就任のことば

とさせて頂きます。
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退官にあたって

第三代病院長 鮫 島 夏 樹

旭川医k在 職中の18年 問を振 り返って見ますと、医学

教育の面ではプライマリーケアや卒前臨床実習、卒後の

臨床研修の問題など、医療の面では分子生物学の発展、

人 朋蔵器の進歩、臓器移植に関連 しての脳死問題などが

すぐ思い浮ぺられる事柄です,,こ れらを念頭におきなが

ら、2、3の 感想を述ぺたいと存じます。

科学技術の急速な進歩と共に、今後、医療技術の発達に

も一層の拍車がかかることと思われます。現在、我国の大
コの

学病院で行なわれている最先端の医療と見倣 されている

所謂、高度先進医療なるものは、人工臓器、アイソトー

プや分子生物学の応用など、何れも科学技術の医療への

応用であることが口立ちます。臓器移植を始めとして、

fiに外科手術予技の進歩に依存するbenchsurgery、

脳 外科や口腔外科領域でのマイクロサージャリー的、形

成外科的、或は血管外科的手技の応用でも普 く新らしい

科学技術、機械器具の開発に基づくことが明 らかです。

Surgeryの 語源が意味する素朴な予の操作による医療で

ある外科では、技術的 には現在ほぼ頂点に達 し、今後発

展が期待されるとすれば、主に新たな科学機械、器具の

開発に依存するであろうことが示唆 されます、,

この様な科学技術の応用による医療技術の進歩によっ

て、医学が人間の生命を昔よりも延長させることが可能

になりますと、健康や疾病に対する現代人の考え方や価

値観、ひいては死生観や人間の生 き方などが少しずつ変

って行 くのを感 じざるを得ません。疾病観にっいて見ま

すと、WHOの 健 康の定義は非現実的の様に思われ、む

しろ、健康とか疾病とかは、その個人が環境からの刺激

にうまく応答出来るか、出来ないかによる、と考えた方

が妥当であると思われますが、不幸にして前述の様な医

学、医療の発達に関するマスコミの過大な宣伝は、人々

に誤った健康観を植えつけ、身体に生じた不都合は医療

の進歩で治せると考えさせる様になりました。西欧的合

理主義は契約社会の風潮を持 ち込み、患者の権利が強調

されて医療も1つ の契約の様になりました,,当 然のこと

としてインフ需一ムドコンセントが盛んに云々される様

になり、時にはあたかも医師の責任逃れの様になる一方

で、ピポクラテスの精神である人間愛や朱r一学の 「医は

仁術」の精神は覆い隠された観があります。これらは余

りにも言い習わされたことではありますが医者としての

必須の資質であり、反而、最も教育 し難い資質でありま

しょう。かかる本質的な資質の酒養はf供 の時からの長

期間の教育が必要であると思われますが、現代の偏差値

偏重教育では最も軽視 されて来た観があります。この様

な教育は又、普く一般教養と密接な関係があると考えら

れますが、今後とも6年 間の医学教育の中で、如何にし

てこれを体得せしめるかが課題でありましょう。

今日、大学教育をめ ぐって新たに ・般教育(教 養学部)

のあり方が問題になっているかに見えますが、性急に官

t導 型に堕ち入るよりも各大学が自主的に解決して行く

べき事柄でありましょう。この点に関 して、本学が従来

の医学教育に、旧来の総合大学 になかった新 しいカリ

キュラムを生み出し、それが1つ のモデルになったこと

を考えると、単科人学としての旭川医大の果した役割は

決 して過少評価されるぺきではなく、創設当時の山田学

長初め初代の教官の方々の卓識によるものと自負すぺ き

ものと考えます。願わくば今後ともその良い面を育て更

に発展させて戴きたいと思うものであります。組織面で

も機器センターなどに見られる共同研究施設は旧来の大

学にない良さを持ち、他大学の見学者を羨望 させました。

顧みますと、本学は人学法案に続いて昭和48年10月 に

変則的に開学 して以来、活発な成長期を歩んでまいりま

した。その間、学生定数の増加や、数年足 らず して医

師過剰の予測に立つ定数減の実現 などがありました

が、開学以来18年 間の歴史の中で間接的ながら重要な影

響が予想されるものは入試制度の改革でありましょう。

私の個人的見解ではこの制度の意義を余り認めることは

出米ず、むしろ口本の大学制度に損失を与えたのではな

いかとも考えております.そ れによって生れた結果は、

向 トしなければならぬ人間の性質に不利に働 く環境を造

ったとしか考えようがありません。何事にも画一的なも

のからは、刺激は生れ難いと思 うからです。

本学は今口まで新鮮な創学の意欲に支えられて、順調

に成長 し、今や全国で活躍する卒業生は1,300名 を超 え、

まさに育年期を迎えたと云っても過言ではありませんn

この度、18年間お世話になった旭川医人を去るに当り、

本学が常に進歩を求める挑戦心を失わずに、今後さらに

大きく飛躍することを希 うものであります。
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この8月1日 付で、教育研究及び厚生補導担当副学長

を拝命した。長たらしい名前であるが、これ程仕事の内

容そのものを表現 した職名はないであろう。医科大学の

使命は、教育一社会に貢献 し褥る医師、研究者を育成す

ること、研究一医学、延いては広く自然科学、社会科学、

人文科学の発展に寄与する研究を行うこと、診療一病め

る人を癒す医療を行いその発展に尽すこと、の三本柱に

あることは言を侯たない。この三本柱は別々のものではなく、

お互いに補強 し合うもの、鼎足の関係にあることも、今

更論じるまでもないことである。この医科大学にあって、

学長を補佐 し、如何により良い方向へ教育、研究及び厚

生補導面の舵を取るか、責務の孟さを痛感する。

時同じくして、大学審議会は、大学および人学院の在

るべき方向付けの改革を答申した。旭川医科大学はその

答申内容の大半を先取りして、創設以来逐年実行 してき

た。しかし、17年 を過 ぎ、積年の問題点、矛盾点も浮き

ヒってきている。大学人諸氏、及び外から大学に関係さ

れる方々の御協力を得て、在任中に出来得るところから、

ひとつひとつ改善 し、解決 し、旭川医科大学の発展に尽

したい。

教育。まず学生諸君への言葉から始めたい,,学生諸君

には、activeに"自 ら学ぷ"こ とを心 から願いたい。

passiveな 学 習には発展がない。単 に講義 ・実習を

passiveに 受けるのではなく、そこに疑問点を見出 し、

教官に問うなり、図書館で調ぺるなり 一 例えば、図書館

の入口近くに置いてある和雑誌特集記事索引から、知り

たい事項の最近の知見を載せた和雑誌を見出し得るはず

である 一 自ら行動することにより、学習意欲が湧 き、学

ぷことの面白さが生まれる。無知から疑問は生まれない。

講義 ・実習の内から、更に参考書、学術雑誌を緬くこと

から、疑問"な ぜ"が 生まれ、'fぷ ことの面白さが生ま

れる。学生諸君が言う"つ まらない"講 義も、諸君がつ

まらないと覚えた時には、自ら学ぷ心が失われた時であ

り、そこにはpassiveに しか物事を受け取ろうとしない

甘えがある。学ぶことは面白くなければならないと緒君

は言う。勿論である。 しかし、"面 白い"と いうことに、

諸君は誤った解釈をしている。面白く教えてもらって学

ぷ!?冗 談では無い!テ レビ時代、漫画時代の悪影響で

あろうか?先 人が刻苫し、知り得た白然の理を、面白お

かしく教えてもらおうとは言譜道断である。先人が苦 し

み知り得た自然の理に、苦 しみを覚え、自ら苦しんで学

ぷことなくして.自 然の理を本当に理解で きようか?

自然の理を探究できようか?現 代の廿えの構図が、その

まま大学に持ち込まれていることに、唯々慨嘆 している

1人 である。"自 ら学ぷ"大 学人の当然為すぺき姿に、

より良い方向を与え、より高い思考力を育成することに、

微力ながら努力を傾けたい。

研究。旭川医科大学の研究スタッフ数、研究システム、

研究設備が十分であるとは、誰 しも考えてはいないであ

ろう。大学院の機構、国際交流のより一層の活性化方策

を含めて、問題は山積 している。清水新学長も、これら

の問題解決に意欲を示された。勿論一朝一夕に行えるも

のではなく、学内の一致した協力のもとに、ひとつひと

つ解決して行かなければならない。

ここで、若手研究者に、研究態度について一一言述ぺた

い。自然現象の理を明らかにする方法論が多様であるこ

とは論を侯たないが、最近、現象のみを捉えることに満

足 し、その先へ進もうとしない研究態度に、私は危惧の

念を感 じる1人 である。現象の集積から更に一歩足を踏

み出し、"な ぜ"そ の現象が起こるのか、そのからくり

はどうなっているのかを明らかにする努力を避けては、

研究の発展はない。勿論、研究対象、研究テーマによっ

ては、その方向付けが難かしいこともある。まだ現象の

集積が重要な研究の基礎であることも承知 している。

しかし、旭川医科大学の若手研究者には、現象論にとど

まらず、からくり論を志向する研究態度に徹 してもらい

たいと願うのは、私1人 ではないと思う。旭川医科大学

における研究の大いなる発展のために!

厚生補導。大学人としての学生諸君のR常 の生活態度

に、ここで口を差 し挾むつもりはない。創設以来、学年

担当制が採られて、諸先生が学生諸君の相談相手となっ

ており、また保健管理センターも充突している。ここで

気になるのは、当然学年担当の先生と十分相談 し合う必

要があるとw・u,われる学1:YH君 が、学年担当の先生に近寄

らない矛盾 した傾向があることである。学年担当の諸先

生が担当だからといって、100余 名の学坐諸君1人1人

に常に接触することは、出来ない相談である。これをカ

バーするのは、学生諸君の他への無関心を排除すること

にあると思 う。諸君がお互いに友人として助言 し合い、

鋳躇することなく、諸先生と密に接触することを願いた

い。請先生の室の ドアは開かれている!

副学長1年 生として、"自 ら学び"、"疑 問を持ち"、

その問題解決に努力したし♪と、"意 欲"を もちはじめた

昨今である。
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着任 にあたって

本年3月 をもって定年退官 された安田教授の後任とし

て、4月1日 付で数学教室に着任致しました。前任地は

鹿児島大学教養部数学教室ですn旭 川医科大学の開学が

昭和48年 だそうですが、丁度その年に北大の大学院生か

ら鹿児島大学の講師として赴任致しました。以来18年 闇

鹿児島の地で過 しました、,赴任初日の翌朝、大学講内の

宿泊所の窓から外を見ると男子学生が傘をさして歩いて

いるのが見えましたn男 子学生が日傘 をさす程の暑い南

国に来てしまったのだと驚きましたが、実は桜島の降灰

のせいだと知り、少し安心すると同時 に灰の凄さにビッ

クリしたのも今は懐かしい思い出です。

鹿児島大学では教養部に所属 しておりましたので一般

教育には関心を持ち続けています。現在、教養部の存続、

一般教育の見直し等が社会的にも問題にされていますが、

一般教育とは何か?そ の定義が各教官 によって様々であ

り、大学としても、新制大学発足の目玉が一般教育であ

ったにもかかわらず、その辺を曖昧にしたままで現在に

到ったこと、またその事からの当然の帰結かも知れませ

んが一般教育を大学に定着 させるための真の努力がなさ

れなかったこと等々が現在の事態を招いたのであろうと

思っています。複数学部を持つ大学では一般教育は少数

の教官が大量の学生を教育するというのを大きな特徴と

しています。従って担当教官は教育に相当のエネルギー

を割かなければなりませんが教育に使った努力が必ず し

も評価の対象とならないのがもう1つ の特徴のように思

います(例 えば人事等のとき研究実績が評価の対象とな

り教育実績はほとんど問題とされないようです)。 幸い

旭川医大は学生数も少なく、大学としても一般教育を医

学教育の ・つの柱として位置づけているようですし、 ・

般教育を担当されている先生方も教育に熱心であるよう

に見受けられます。一般教育としての数学教育は如何に

あるぺきか?悩 み続けている問題です。鹿児島では文系、

農水系、理工系の3つ の系に分けて行なっていま した

(医学部は理工系に入っていました)。旭川医大は単科大

学ですのでそれに相応しい内容及びやり方があるはずで

安田先生もこれまで随分努力されてきたものと思います。

この伝統を受け継ぎ更に深化発展させていきたいと思っ

ています,,

研究分野は大きく言えば幾何学ですが、その中でも微

分幾何学と呼ばれる分野に属 しています。微分幾何学は

大雑把に言えば曲った空間(こ れをRiemann空 間と言い

ます)を 取 り扱う分野です。 ・次元では曲線、二次元で

数挙教授 山 内0也

は曲面等々です。

さて2点 間 を結ぷ最短線は、平而 ヒでは直線 にな

りますが、例 えば地球のような球面で は北極 と南極

を結ぷ最短線は直線ではありません、Riemann空 間 にお

ける最短線を測地線といいます。空間の中の1つ の「角

形にいろいろな方向から光を当てると床にいろいろな形

の三角形の影が出来ます(こ れを三角形の射影変換と言

います)影 となる三角形はいろいろな形に変形しますが

縁である直線は直線に射影されています,,す なわち直線

は射影変換によって不変です。そこでRiemann空 間 にお

いて測地線を不変に保つような変換を射影変換と言いま

す。小生の当面の目標はこの射影変換を許容するRiemann

空間 を決定することにあります。多分このような空間は

球面 しかないであろうと予想されており各国の微分幾何

学者が取り組んでいます。若千の仮定をすると、この予

想が肯定的に解けることを証明する事が出来ました。目

ドこの仮定を除くぺく日夜悪戦苦闘しています。そのた

めにはこれまでの手法以外に更に新 しい手法が必要であ

ると考え、現在Finsler幾 何学(安 田先生が研究されて

いた分野)に も手を延ばし始めています。話 しが少 し堅

くなりましたので研究の話はこれ位にしましょう。

鹿児島では 「薩摩芋」を薩摩芋とは言いません。唐の

国から伝わったからでしょうか、唐芋と言っています。この

唐芋から作ったのが鹿児島の焼酎です。鹿児島に行かれ

て御存知の方も多いと思いますが鹿児島ではほとんど日

本酒を飲みません。赴任 してすぐの頃ですが先翠に次の

ように言われました。 「日本酒飲むと内臓やられる、焼

酎飲むと頭やられる、どちらを選ぶかは君の自由である

が ・・」18年 間焼酎に漬ってきましたので相当やられてい

るものと思っていますが、幸いここは医科人学ですので

「飲むな」という以外の適切な助言が心ある方より得ら

れるものと思っています。北海道の新鮮な魚貝類は酒の
ヒ

肴に最適ですが、先H医 大の釣同好会 「海渓会」に同行

する機会に恵まれサロマ湖にカレイ釣りに行って来まし

た。鹿児島では鯛、鯖等を釣っていましたがカレイ釣 り

は初めてで少々不安だったのですが、小ぶりながらもク

ーラー一杯の釣果でした、,魚影も北海道の方がはるかに

濃いようです。この恵まれた自然環境の ドで研究、教育

に励みたいと思っています。
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第一学年 浜田 賢治

受験に来た頃を思い出すnま だ冬の只中だった。国際

線でもあるまいに4時 間近くもジェット機に閉じ込められ

て、やっとこさ着いた先は、まさしく雪の国。雪 しかな

い。沖縄から来たのは、偏西風ならぬ偏差値に吹き飛ば

されてのこと。極めて単純明解、,しかし、それでも北の

大地への憧れはもとよりあったのだ。

物価は沖縄より安いし、人情もあるし、言葉も通 じる

し(失 礼。 しかしアイヌ語はまったくダメなので悪 しか

らず)、 新生活の出発はまずまず、と思っている。ただ
「朝」が早過 ぎる

。夜が白むのは4時 以降にしてほしい。

カッコウもカラスも鳴く時間を考えてくれ。朝寝坊のウ

グイスと長年つき合ってきた身には応えるのだ。最南端

の県から最北の医学部に来たのだから、文句をいわせた

らキリがない。そのうえ社会人だったギャップもある。

いまでもスーパー ・マーケットの雑踏のほうが心が落ち

着く。子供がいて、母親がいて、年寄りがいて、そんな

実社会に比ぺると大学内はいかにも殺風景である。

そもそも 「西洋医学を勉強 したい。学問をやるのに年

令は関係ないはず」それだけが支えだった。日ごろの鍼

鱒 榊 榊 榊 榊 榊

第一学年 角谷 諭美

旭川で1人 暮らしを始めてから、早いものでもう半年

が過ぎようとしています。振 り返ると全てが初めて体験

する事ばかりで、振 り回されっ放 しの半年間でした。そ

の大学生活の中でまず私が感 じたことは、白分の未熟さ

です。高校の同級生達は、まだあまり将来の事を考えて

いなかったようで、成績で大学を選んで進学していった

人が多かったのですが、私はかなり前に医者になること

を決意し、この大学に入学 しました。そのせいで、正直

に言えば、自分は意志の強い人間であるかのような錯覚

をして、少 しうぬぼれていた所がありました。しかし、

大学で知 り合った人々と話すうちに、私にはまだまだ甘

えがあり、考え方も幼いということを痛感 しました。考

えてみれば、高校まではある程度同じ環境で育った人達

としかつ きあいがなかったのに、日本全国から集まった、

しかも年齢も様々な人達の中に突然放り込まれたのです

から、年下で しかも両親に廿やかされて育ってきた私が

一番人生経験が少なく、未熟であるというのも当然です。

せっかくこれだけ周りに素晴 しい考え方を持った友人が

大勢いるのですから、良いと思った所はどんどん吸収 し

て、少 しずつでも成長 していきたいと思っています。

先日、高校の時に所属 していた部活動のOB会 があり、

多くの先輩達と会って話す機会がありました。皆それぞ

れに違った大学や会社に通っているのですが、話すうち

灸の実践のなかで自然に芽生えて きた感情であり、海外

救援ボランティアのなかでっかんだ教訓でもある。リュ

ックのなかに針と灸と薬草を詰め込んでジャングルの中

を歩いていく白分の姿、それを怠惰な心を打つ励みにし

ている。東洋にもいいところはあるし、ましてわれわれ

は東洋人であるし、西洋のいいところを取 り入れていけ

ばいい、簡単な道理であろう。患者 さんが楽になるのに、

東洋医学も西洋医学もない。ただ白分自身は東洋医学に

よってオリエンテーションがすでになされてしまってい

るから、これからは謙虚にそしてアグレッシブに旭医で

学んでいきたいと思 う。

私にしてみれば、親を選べないのと同じくらい、入れ

る大学を選ぺないという覚悟があったから、 「入学を許

可します」といわれた ド田学長の言葉には感極まってし

まった。貴重な時間(旛 生命)の 浪費である受験勉強に

終止符を打ってくれた旭医に、素直に有り難く思 う。問

題は、この旭医との出会いをどれだけ意味あるものにす

るか、ということだろう。

東西南北のフロンティアをぷ らぷらする渡 り鳥の

この身からいえることは、 「今が大切」ということ。

いつも 「今」を原点にうろっくしかない。過去は死んだ

「今」だ し、未来はわかりようもない。 「生命」は現在

にのみ開花する。 「今」をじっくりと味わいたい。

榊榊m
になんとなく旭川医大の先輩達と話している時 とは雰囲

気が違 うということが気 になりだ しました。当然といえ

ぱ当然の事ですが、旭川医大に通っているのは皆医者に

なる人ばかりです。そのせいか、人体に関することや、

医学的な内容の話を多くします。はじあはとまどってい

ましたが、たった半年 しかその中で生活 していないのに

次第に慣れ、今では反対に医大生以外の人と話をした時

に話題の違いを感 じるまでになっている自分に驚きまし

た。そして、医学の単科人学という特別な環境の中で、

外部の人とあまり接する機会のないまま6年 間生活 した

なら、どんな人間になってしまうのだろうと、少しぞっ

としました。将来接することになる患者さんは、いろい

ろな環境の中で生活 しているのですから、今から様々な

人に出会い、その人の立場になって考えられる人間にな

らなければならないと思います。生意気なことを書いて

しまいましたが、こういう事に気がつけるのは医大に入

りたての今しかないと思います。医者への道を一歩ふみ

出す時に、誰もが自分の理想の医師像を胸に抱いたはず

ですが、実際に医学を学ぷうち

にだんだんと失なわれていくも

のがたくさんあると思います。

私はこれからの医大での艮い生

活の中で、つらい受験勉強中の

私 を支えた理想の医師像への憧

れを常に忘れずにいたいと思い

ます。
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第38回 北 海 道地 区kf体 育 大 会 は 、北 海道 大 学 が 当番

校 とな り、48校 が参 加 し7月4日(T)～7日(日)の4[間 、

開 催 され ま した 、,

本学 か らは男子 が10種 日 、 女子 が4種 目に参 加 し、熱

戦 を くりひ ろ げ ま した。

参加種 目の成績 は次 の とお りで す、,

(学 生課)

・`州 墜

A., ㌔

声～o㌦

i
.彰 一 ・

鷺
順位種目 優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

陸上競技

男 学院大 北海学園 酪農学園

学院人

一..一一

11位

女 道女短 札教大

1回 軽一

回 蔵一

準 硬 式 野 球 学院大 札医大
駒沢教養
釧教大

軟式庭球

男 学院大 北 大
一

道郁短大

.一

選呈実
静修短大
帯広大谷x 道女短

1
-.『

1同 戦

卓 球

男 北海学園 道工大
専修短大
旭川人 予選 リーグ

酔"

予選 リーグ女 道女短 北 大
醐「一.

一一

栄養短大

札医短人

バ レーボ ー ル 男 道郁大 北 人
室工大
旭教大

2回 戦
■ 一.

男 北海学園 室工大

一 一

学院大 1回 戦バ ドミントン

ー 」

サ ッ カ 学院人
一

学院大

岩教k
一

弾修短大
旭教人

1回 戦
一}}「 　 一

バスケットボール

"一 冒 一 一一}-.i7■

剣 道

一

男 釧教大
道都大
旭教大

2回 戦

女 道女短 札教大 釧教人北 大
一 一

2回 戦

男 学園北見
臨諄 一

樽商大

道工大
専修短大
北 大 予戦 リーグ

弓 道

男 北海学園

北 天

北 大

女 学院大 藤女子大
一一

函教大ハ ン ド ボ ー ル 北海学園
一

学院大

北 大

一一

予戦 リーグ

総 合

男

一

北海学園 北 大 14位
一一 　 -

13位女 道女短 北 大 静修短大

第34同 東H本 医科学生総合体育大会(夏 季大会)は 、

東京慈恵会医科大学の主管で7月21日(日)～8月11口(日)ま

で、35校が参加し東京都を中心に各競技が行なわれました。

本学からは男女併せて23種IIに 参1111,バスケ ットボー

ル男子が準優勝、硬式庭球男rが3位 に入賞を果たしま

した。また個人でも水泳で神藤巳佳が50m・100mに 優勝、

弓道で北 飛鳥が優勝、陸上でも3種 目に大会新を出す

など好成績を収めました。

参加種日の成績は次のとおりです。(学 生課)

順位種目 優 勝 準優勝 3位 旭 医 大
一一.

陸 上競技

男

女

慶 応
.一一

新 潟

福 島 東 北 5位

東 女 独 協

準 硬 式 野 球 東 北
一 一 丁

自 治

北 大 lll形 2回 戦

一

一一

硬 式庭球

一 　

軟 式庭球

男

一

干 葉 旭 医
『

群 馬

3位

女 信 州 東 女 21司 戦

男 群 馬 北 大 岩 手 予選 リーグ
ーL

女 昭 和 干 葉 山 形 決勝トーみ ント2回 戦一

卓 球

男 福 島 新 潟

一一一

東 北 ペ ス ト16
-一 一

女 東 女 山 形 千 葉 ベ ス ト8

パ レーポール

男 自 治 北 大 ベ ス ト8
-..一

女 筑 波 慈 恵 山 梨

バ ドミントン

男 秋 田 慈 恵
筑 波
東 京

2回 戦

女 東 京 III梨 岩 手
山 形

2回 戦
「 　

サ ッ カ ー 自 泊 慶 応 群 馬 2回 戦

バスケットボール .男
女

東 京
一

束 女

秋 田

旭 医 東 北 準 優 勝

聖 マ
ー

福 島

筑 波 3回 戦

柔 道
札 幌
山 形 ・

一 」

剣 道
　 ・

道

慈 恵 昭 和
r1治
千 葉一 一

弓

」 一

慶 応
一一一 「

自 治

日 本 昭 和 6位

空 手 道 群 馬

筑 波

札 幌

水 泳
男 東 北 自 治

秋 田
事
男

山 形
一一

昭 和

順 天

ゴ ル フ 北 大 聖 マ

慈 恵総 合 自 治 山 形 17一 位

一ii一
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去 る3「!25日(月)に 本 学 を卒業 した121名 の 勤務(連

絡)先 は次 の とお りで す。

ま た、4月 に行 われ た第85回 医 師 国 家 試験 には 本学 卒

業生137名 が 愛験 し、121名(平 成2年 度 卒 業牛112名)

が 合格 しま した 。(学 生 課)
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安全運転の徹底について
交通事故の防止については折りにふれ注意を喚起 して

いるにもかかわらず、著しい速度違反を犯し取締りを受

ける学生が後を絶ちません。

道内における交通死亡事故は 「速度の超過」が大きな

原因となっており、将来国民の命を預かる立場にある医

学生が交通事故で死亡 したり、加害者にならないよう、

充分安全運転の徹底に心掛けて ドさい。

、"・、1,(学 生課)

胃

'一 漆

教 官 の 異 動
(辞 職)

江端 英隆3.6

田村 正秀3.6

(任期満了退職)

下田 晶久3.6

鮫島 夏樹3,7

(副学長任期満了)

安孫子 保3,8

(昇 任)

清 水 哲 也3.7

葛 西 眞 ・3.7

東 匡 伸3.8

水 戸 廼 郎3.8

.16外 科 学第 二 講座 ・助 教授

.30外 科 学第 一・講座 ・助 教授

。30学 長

.31副 学 畏

。1薬 理 学講座 ・教 授

.1学 艮

.16外 科 学第二 講座 ・助 教 授

.1副 学長

.1副 学長

襯灘 襯纈継 襯襯襯灘 …XXXXtXX騰 嶽襯襯襯襯燃 襯繍 嶽撰襯

窓

千葉 茂

記憶あれこれ

今・年の夏、映画 「おもひでぽろぽろ」をみた。ご覧に

なった方も多いと思 う。宮崎駿プロデューサー ・高畑勲

監督のアニメーション作品で、27歳 の女性が小学校5年

生の時の自分を思い出しながら旅をする。その旅の中で、

主人公の女性が自分自身を見つめ直 していく。映画をみ

ている者が、自然に自分の小学校5年 生前後の時期、す

なわち、少年 ・少女時代を振 り返ってしまう不思議な映

画である。

考えてみると、我々が覚えている自分自身の生活史と

はどのような記憶であろうか。生後少なくとも3年 間く

らいの記憶は多くの人が持 ち合わせていない(幼 年健忘)。

したがって、それ以後の生活史を記憶 していることにな

るが、それでは3歳 から現在までの生活史について譜れ

と言われても、あまり多くのことを思い出せずに困惑し

てしまう。しかし、以前住んでいた十地を久しぶりに訪

れた時やなつかしい友人に会った時には、我々はさまざ

まなエピソードや場面が次々に蘇ってくることに驚きを

感ずることがある。

教科書に従えば、記憶とは、過去に印象づけられた情

報、知覚、その他の経験を、後に必要に応じて誤りなく

想起する精神機能である。これまでに、記憶はさまざま

なモデル(例 えば、多重一貯蔵モデル)に よって理論化

されてきたが、記憶を純粋に生物学的用語で説明するこ

とは現在もできていない。ヒトでは、記憶機能に重要な

役割を果たすと考えられる脳部位 が広 く存在 している

(海馬、乳頭体、視床背内側核、連合野など)。 記憶は、

これらの脳部位内の神経回路や脳部位どうしを結ぷ複雑

な神経同路の中に、シナプス結合の変化として読み込ま

れ、保待 されると推定 されている,、白分に関わる膨大な

記憶もまた、このネットワークの中に潜んでおり、何か

のきっかけで意識に上ってくるのであろう。

ところで、精神的な原因で、自分に関する ・切の記憶

を失ってしまうことがある。全生活史健忘(全 般健忘)

という。心理機制として、不快な情動体験 に対する意識

的または無意識的な抑圧が想定されている。本州に在住

する男子大学生Aが 、失恋の傷を癒すための旅行に出か

けたが、旭川市の近 くでこの健忘状態に陥り、数日後に

某精神科を受診した。受診峙、 「眠りから覚めたら、自

分はバスに乗っていた。自分についての記憶はそのあと

からのものしかない。」と述ぺ、自分の名前も、年齢も、

住所もわからない状態であったが、後日、記憶は回復 し

た。Aの 旅行の目的地は、うまくできた話 と思われるか

もしれないが、愛別であった。全生活史健忘は特殊な病

態であるが、記憶の想起のされ方が心理状態によって著

しく影響 される場合があることを如実に示 している。

自分に関する記憶には、客観的 な事実とかなり異なる

部分があると私は考えている、,記憶 される際にも、また、

それが想起 される際にも、その時の個人が置かれた状況

や心理状態などのさまざまな要因の修飾を受ける可能性

があるし、いったん貯蔵された記憶 も、時間の経過とと

もに質的に変化しないとは言い切れない。故ライシャワ

ー氏(元 駐日大使)は 、その自伝のなかで、自己の記憶

がいかにあやふやなものであるかを実例をあげて述ぺて

いる。記憶というものは、ある程度の曖昧 さを備えたも

のなのである、,しかし、この暖昧さがあったとしても、

記憶が個人にとって大切な財産であることにかわりはな

いo

(精神医学講座 講師)
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